
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水引中学校の沿革 
年間行事予定表 

月 主   な   行   事 

４ 
新任式、始業式、入学式、生徒会入会式・部活動紹介・学習オリエ

ンテーション、身体計測、家庭訪問、PTA 総会、避難訓練 

５ 

生徒総会、実力テスト(３年)、小・中合同運動会、地区陸上競技大会、

教育相談、交通安全教室、英語検定、地区総体推戴式、校内弁論大

会、 

６ 

地区総体、上級学校説明会（２.３年）、上級学校訪問(3 年)、非行防

止講話（１年）、薬物乱用防止講話（１年）、食の指導(１.２年)、期末

テスト 

７ 

情報モラル教室、第１回学校保健委員会、漢字検定、学期末ＰＴＡ、

性に関する授業、終業式、三者面談（３年）、教育相談（１.２年）、

県吹奏楽コンクール 

９ 
始業式、実力テスト（３年）、身体計測、生徒会立会演説会・選挙、

地区新人戦推戴式、英語検定 

１０ 

修学旅行（２年）、宿泊学習(1 年)、職場体験学習(3 年)、地区新人

戦、実力テスト（３年）、血液講話（３年）、薩摩川内元気塾、小・

中合同引渡訓練、食の指導(３年)、漢字検定、思春期講話（２.３年）、

生徒会引継総会、仲良し音楽会（２年） 

１１ 

地域が育む「かごしまの教育」県民週間、水引中学校区総合文化祭、

水引こども園実習（３年）、学期末 PTA（３年）、三者面談（３年）、

教育相談（１.２年）、福祉体験(2 年）、小中一貫教育研究公開、期末

テスト、租税教室(3 年) 、 

１２ 

人権に関する授業、学校保健委員会（水引小）、食の指導（１年）、

いのちの授業（２年）、非行防止講話（１年）、ふるさとを学ぼう合

同発表会（中１.小６.５）、校内ふるさとコミュニケーション科発表

会、学期末ＰＴＡ(1.2 年)、終業式 

１ 
始業式、実力テスト（３年）、鹿児島学習定着度調査（１.２年）、英

語検定、春の祭典（２年）、私立高校入試、 

２ 
中学校体験入学・入学説明会、漢字検定、学年末テスト、学年末Ｐ

ＴＡ(3 年) 

３ 
公立高校入試、学年末ＰＴＡ(1.2 年)、３年生を送る会、弁当の日、

学校保健委員会・青少年健全育成会講演会､卒業式、修了式、離任式 
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令和６年度  

学 校 要 覧 

薩摩川内市立水引中学校 

〒 ８９９－１９２１ 

 鹿児島県薩摩川内市水引町７６０２番地１ 

 ＴＥＬ ０９９６－２６－２１０４ 

 ＦＡＸ ０９９６－２６－３９０８ 

ｅ-mail info＠mizuhiki-ｊ.edu.satsumasendai.jp 

 
気付き・考え・実行する 

生徒会合言葉 

〈コミュニティ・スクール〉 
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創立開校  薩摩郡水引村立水引中学校 
学章制定 
川内市合併，川内市立水引中学校と改称 
小倉部落川内北中へ転出 
第１期工事完成（３３１坪７号５尺） 
第２期工事完成（１４９坪） 
校門完成（ＰＴＡ） 
校歌制定 
理科室増設竣工 
教室増設竣工・テニスコ－ト設置 
技術室設置（産振） 
県中学校庭球大会女子優勝 
体育館完成 
創立２０周年記念行事 
校旗作成 
県体育研究協力校として研究公開 
44 年度学校緑化コンク－ル受賞 
県学校植林研究協力校として研究公開 
完全給食実施 
県図書館コンク－ル入賞（優秀賞） 
第２２回全九州学校図書館コンク－ル 
全国学校図書館協議会長賞受賞 
危険校舎改築第一期工事完成 
創立３０周年記念事業式典，祝賀会 
54 年度学校緑化コンク－ル受賞 

特別教室棟新増築工事竣工 
県選抜テニス大会１年男子優勝 
部室棟竣工（部室８） 
ジュニアオリンピック棒高跳び出場 
地区研究協力校（学業指導）研究公開 
県山坂達者推進校（６３．元年） 
歯の健康啓発推進事業指定校（～３年度） 
ボランティア活動協力校（～３年度） 
ソフトテニス九州大会出場 
屋内運動場落成祝賀会 
校訓碑除幕式 
創立５０周年記念式典・祝賀会 
北薩地区中学校英語発表大会（最優秀賞） 
新パソコン搬入（ノ－ト型４０台） 
図書室，図書館とのＬＡＮ 
野球部九州大会出場 
秋季北薩野球大会優勝 
男子ソフトテニス九州大会出場 
空調工事，光ケ－ブル設置 
北薩地区中学校英語発表大会（最優秀賞） 
薩摩川内市小中一貫モデル校指定 
新パソコン搬入（
小中一貫教育研究公開 
第一回小中合同運動会開催 
県ＰＴＡ活動研究委嘱公開開催 
九州ＰＴＡ活動研究大会事例発表 
いじめ問題等対策協議会道徳授業公開 
高城西中学校との統合 
市青少年育成の日のつどい事例発表 
県中学校進路指導研究協議会川薩大会授業公開 
新パソコン交換（ノート型 34 台） 
水引中学校区小中一貫教育実践発表会 
グランド側避難時用通用門完成 
地区学校保健安全歯科講習会 安全分科会発表 
北薩地区学校・保健・歯科保健講習会発表 
「小さな親切」実行章授賞 
水引中校区小中一貫教育研究公開 
小中合同ＰＴＡ発足 
水引中学校区小中一貫教育研究公開 
タブレット端末搬入 
「みらいの学び推進事業」モデル校指定 
生徒・職員トイレ様式化 

昭和 

令和 

平成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日課表・週行事表 
 

学校の教育目標 

 誠実 練磨 創造 

校 訓 

１ 生徒・保護者からの信頼を基盤に，生徒の良さや特性を的確に分析し、謙虚に指導内容の研究・指導法の改善に
日々努め，「できる」「分かる」授業実践を通して、一人一人の生徒の特性に応じて学力を向上させる。 

２ 生徒の健全な成長のために，アセスメントを活用するとともに，特別支援教育の視点を生かし，自己肯定感や自
己有用感を高める教育活動を行う。 

３ ＰＴＡ・学校運営協議会・校区民と連携し，小中一貫教育を充実させて水引に誇りを持ち，地域に貢献できる主
体性ある生徒を育成するための教育活動を計画的に行う。 

４ 自己認識、意欲、社会性能力などの非認知能力を育て、全ての生徒の将来の夢に関わるという使命感を持ち、生
徒の将来の自立に向けた教育を行う。 
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書
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美
術
室 

コンテナ室 

特別支援教室 

友愛学級 1 組            

生徒トイレ 

職員 

トイレ 

 

 

職員室 

放送室 

１年 ２年 
特別支援教室 
友愛学級 2 組 

 
３年 

校
長
室 

事
務
室 

 

主
事
室 

印
刷
室 

   

資
料
室 

保
健
室 

  

倉 

庫  

（２階） 

（１階） 

（特別教室棟） 

（別館） 

 

（１階） 

（２階） 

（本校舎） 

（３階） 

（２階） 

（１階） 

 

（ ）内は特別支援学級及び在籍生徒再掲  （令和６年４月 16 日現在） 

年 男子 女子 合計 Ｐ戸数 学級担任 副担任 

１ 
1４ ６ ２０ １５ 

長﨑 治太郎 
坂口 直樹 

七條 幸子 

２ 
1０ 

(２) 

５ １５ 

(２) 

１５ 
末永 颯汰 

竹ノ内 慎一 

永迫 京子 

３ 
１１ 

(２) 

１１ 

 

2２ 

(２) 

2２ 
久木野 明人 

江川 順子 

向 井  匠 

友愛 1 ３ ０ ３  向 井  匠 永迫 京子 

友愛 2 １ ０ １  永迫 京子 向 井  匠 

計 
３５ 

(４) 

２２ 5７ 

(４) 

5２ 
  

 

校    長 日髙 正人 特別支援教育支援員 鍵谷 由香 

教    頭 前 平  勝 特別支援教育支援員 濵田 若菜 

美術非常勤講師 髙木 そら美 司 書 補 寺園 誠子 

養 護 教 諭 七條 幸子 A  L T ローラ・ルート  

事 務 主 査 飯母 晴夫 学校校務支援員 山村 由香 

学 校 主 事 下境田 潔   

 

職員構成・生徒数 

小中一貫教育による特色ある学校づくり 

○教育段階の見直し（４・３・２制での取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

○「ふるさと・コミュニケーション科」への取組 

 

中
学
校
３
年
間 

小

学

校

６

年

間 

中学３年 

中学２年 

中学１年 

小学６年 

小学５年 

小学４年 

小学３年 

小学２年 

小学１年 

後

期 

中

期 

前

期 

・小中学校合同行事による異年齢交流 

（運動会・総合文化祭・宿泊学習等） 

・小中合同研究授業・授業研究（年２回） 

・中期交流学習  

・小中合同職員研修による研究推進（３研

究部会，発達期部会，教科部会による研究） 

 

生
徒
会 

 

室 

多
目
的
室 

自他を肯定し、共に高め合う心豊かな人間性の育成 

合言葉 

教育目標を達成するための基本方針 

努力点・具体策 

 １ 小中一貫教育の充実・学力向上 
 ⑴ 特別支援教育の視点を生かした実践を充実させる。 

 ⑵ 「できる」「分かる」授業を実践する。 

 ⑶ 生徒一人一人の特性に応じた指導を研究・実践する。 

 ⑷ 個別最適な学びへ指導法を検証し改善する。 

 

ふるさとを愛し，人との絆を深め，未来に向かってたくましく生きる子どもの育成 

水引中学校区小中一貫教育目標 

  

第
二
保
健
室 

めざす学校像 

１ 小中一貫教育を充実させ，学力を向上させる。 
２ 生徒指導の見直しと充実を図る。 
３ 非認知能力を向上させる。 
４ 食の指導，保健・体育・安全指導を充実する。 
５ 進路指導を充実する。 
６ 教師力を向上する。 
７ 開かれた学校づくりを推進する。 

重点目標 

 

２ 生徒指導の充実 
⑴ 自己肯定感や自己有用感を育成する。 

 ⑵ 良い行動をまねする生徒を育成する。 

 ⑶ 不登校及び不登校生徒を早期発見・対応と関係機関と連携した

対応を推進する。 

 ⑷ いじめの早期認知と解消を推進する。 

 ⑸ 行事や授業で成功体験を積み重ねる。 

 ３ 非認知能力を向上させる。 
 ⑴ ボランティア活動などで利他の意識を育成する。 

  

 

４ 食の指導，保健・体育・安全指導の充実 
⑴ 自己健康管理能力を育成する。 

⑵ 体力つくりを推進する。 

 ⑶ 実践的防火防災訓練を実施する。 

 ⑷ リスクマネジメントを意識できる危機管理能力を育成する。 

５ 進路指導を充実する 
 ⑴ キャリア・チェンジに対応できる力を指導する。 

 ⑵ 発達段階に応じた進路学習を推進する。 

 ⑶ 外部講師による講演・授業を実施する。 

  

 

６ 公務員としての資質向上 
⑴ 授業のユニバーサルデザイン化など模擬授業等の実践的研修を通して推進

する。 

⑵ 生徒の思いに寄り添い自律を促す指導技術を向上させる。 

  ⑶  学級経営能力を向上させる。 

⑷  教育実践記録への応募や校外研修への参加を積極的に行う。 

⑸  客観的検査を活用して、実態分析力を高める。 

⑹ 研修を充実させ、服務規律を厳正に確保する。 

 
７ 開かれた学校づくりの推進 
 ⑴ コミュニティ・スクールとして「地域とともにある学校づくり」を推進する。 

 ⑵ 学校運営協議会における学校経営に関する説明責任を明確化する。 

 ⑶ 新聞報道などを活用して広報活動の効率化を充実する。 

 ⑷ 家庭・地域との連携をすすめる。 

 

支える教師像 めざす生徒像 

⑵ 全教育活動における道徳教育と人権教育を充実する。 

 ⑶ 自己有用感を育て，一人一人を伸ばす学級経営を充実し実践する。 

 ⑷ 自立に向けて「弁当の日」を実施するなど、調理活動を通じて食の

大切さを認識させる。 

 

相
談
室 


